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上島町では価格不振にある温州みかんや八朔に代わる
新しい中晩柑

ちゅうばんかん

である「たまみ」の栽培を全国に先駆けて
取組むこととしました。平成19年春には、産地化を図る

ため大量の苗木を導入します。早く上島町の特産かんき
つに育てるため苗木に助成するなど行政、団体が協力し
て栽培を勧めています。まだ、試験栽培が始まったばか
りで栽培方法などこれから検討されますが、今までに解
っている特性などについて解説します。

■品種の特性

「たまみ」は、「清見
き よ み

」と「ウイルキング」という品種をかけ合わせて生まれた外観は温州みかんタ
イプの中晩生品種

ちゅうばんせいひんしゅ

です。果実の大きさは、平均で150ｇ、温州みかんの２Ｌサイズ（果実の直径が８

袍程度）ほどの大きさになります。オレンジ様の甘い香りがあるのがこの品種の特徴で、皮もむきや
すく袋ごと食べられる食味の良い品種です。

また、人の体内で病気の要因とされる抗酸化物質
こうさんかぶっしつ

から細胞を守り、発ガン、普通温州みかんに比べ
生活習慣病の抑制などが期待される機能性成分β－クリプトキサンチンを２倍含む品種です。

熟期は平均的な果実にすると１月中旬頃に食べられます。小玉にすると酸っぱくて４月～５月頃に
食べることができます。このような特徴を生かして、かんきつの出回りが少ない春先に販売すること
も可能な品種といえます（図参照）。

かいよう病にはやや強く、浮皮
うきかわ

は春先までおくと多少発生します。欠点としては、種が入りやすい
こと、枝が細く、枝つりが必要となります。

■栽培のねらい

瀬戸内の島は、冬は雪も少なく、温暖な地域ですので、越冬栽培に適した地域といえます。他の産
地ではまねのできない立地条件を活かした栽培が可能ですが、カラスやヒヨドリなどの鳥の食害防止
対策が必要です。４月までたくさん果実をならせておくと、次の年に果実はなりません。
こうした品種特性から、植え付け間隔は木の間を1.5～２ｍ、列の間隔を３～４ｍ程度の並木状に植
えつけます（220本～160本／10ａ）。やや密に植えつけ、防鳥ネットや枝つりが簡単にでき、交互に
成らせ、毎年ある程度に収穫が得られるような植え方が望まれます。

昔から、「品種に勝る技術はない」とよくいわれますが、品種の特性を発揮するには適地
て き ち

栽培
さいばい

が条

件となります。現在、ＪＡでは「たまみ」苗木の注文を受け付けていますが、まだまだ苗木の注文本

数にも余裕があります。栽培方法、植え付け方法などは、ＪＡ職員、普及員にご相談ください。




